
シ
ン

ジ
ン
グ
ウ
ジ

神
宮
寺
珠
洲
制
松
故
に
在
っ
て
、

民
言
宗
に
邸
し
、
出
附
政
時
代
の
寺
方
艇
に
縦
せ
ら
れ

る
が
、
今
作
在
せ
ぬ
。
能
且
官
名
跡
芯
に
、
『
制
施
管
と

い
う
て
提
言
宗
あ
り
。
此
氏
紳
訓
明
包
の
別
指
な
り
。

本
館
一
帯
磁
の
符
迦
如
来
、
聖
徳
太
子
の
作
也
。
』
と
あ

る
制
施
寺
は
制
宮
寺
の
間
で
あ
る
。

シ
ン
グ
ウ
ジ
ヨ
ウ
新
宮
城
割
引
咋
都
新
宮
に
在

っ
た
。
能
積
誌
に
世
間
肌
村
の
天
神
の
こ
と
を
記
し

て
、
往
時
新
宮
の
城
主
盟
…

χ
出
刑
制
守
か
ら
祉
領
を
虫
川

治
し
た
と
あ
る
。

シ
ン
h
y
ウ
リ
ュ
ウ
ゲ
ン
心
空
陸
玄

金
神
間
口
制

宗
伐
凶
寺
十
代
の
佐
待
。
生
闘
は
叫
腕
州
。
点
亭
元
年

九
且
池
山
L
、
元
株
オ
二
年
七
且
胞
同
町
、
箆
永
七
年

八
且
七
日
溢
化
し
た
。

シ
ン
h
y
h
F
-
-

新
九
谷

m恩
祭。

J
，ョ

y
〆
ヤ
ガ
マ

シ
ン
歩
チ
ザ
キ

L
ん
〈
吉
崎
珠
洲
部
長
捕
の

化
拙
か
ら
、
聞
に
向
か
う
て
斗
出
す
る
も
の
で
、
そ

の
良
さ
一

O
O米
除
。

シ
ン
ケ
ゲ
ン
ジ
ユ
ン

民
化
玄
淳

印
刷
川
宗
の
針
。

能
登
の
入
。
初
め
泊
施
寺
五
代
に
住
L
、
部
持
寺
に

界
り
、
そ
の
住
山
の
枕
次
及
び
諸
法
制
を
正
し
た
。

後
信
訟
の
態
松
寺
を
司
。
、
臨叫年

χ
能
資
に
邸
っ

た
。シ
ン
ケ
生
ジ
ン
ジ
ヤ
新
気
多
神
社

珠
洲
泌
寺

枇
に
銀
座
す
る
。
式
内
等
笛
枇
記
に
、
『
新
無
多
神

枇
。
直
郷
上
戸
錦
町
胆
。
純
二
期
多
大
切
榊
↓
一
白
川
同
一
苫
。

伎
古
一
宮
融
問
販
拘
印
刷
。
故
或
務
二
宮
大
明
耐
↓
』
と

見
え
る
も
の
で
、
明
治
四
十

一
日
ヰ
今
の
地
に
斡
じ
上

戸
筑
多
紳
枇
と
改
め
た
。
能
菅
名
跡
志
に
は
、『
半
鮭

の
宮
と
い
ふ
あ
り
。
三
，
村
ハ
上
戸
)
の
宗
祉
な
り
。

別
枠
川
は
即
ち
官
制
服
寺
、
制
京
は
水
尚
氏
也
。
此
宮
を

半
創
の
宮
と
い
ふ
前
中
は
、
音
此
聖
人
半
舷
を
捻
ひ

て
、
何
と
い
ふ
も
の
に
や
名
を
知
ら
ず
。
幸
に
氏
宮

の
榊
体
に
せ
し
に
、
こ
の
半
創
さ
ま
伴
、
、
経
奥
を
な

し
て
、
後
に
は
人
を
取
的
ふ
o
行
遊
詩
磁
山
崎
吋
川
と

此
怪
異
を
退
散
有
b
て
、大
穴
持
命
を
動
部
あ
り
て
、

今
一
宮
大
明
神
と
い
」
也
。
』
と
記
す
る
。

シ
ン
ゲ
ツ
イ
ン

民
月
院

加
到
掛
川
主
第
十
代
前

間
虫
紋
の
側
室
根
治
氏
の
法
製
。
詳
し
く
は
鍵
且
院

特
尼
妙
努
。

シ
ン
ゲ
ン
イ
ン

吉

震
源
院

大
場
寺
務
中
山
第
二
代

附
山
利
明
の
子
刺
昌
の
法
制
玩
。
詳
し
く
は
提
訴
院
雌

飾
紛
般
日
士
。

シ
ン
コ
ウ
イ
ン
心
光
院

大
場
寺
務
申
占領
三
代

前

m利
直
の
女
で
、
出
山
侯
前
刷
利
興
の
夫
人
に
な

っ
た
岱
れ
縦
の
法
悦
。
砕
し
く
は
心
光
院
側
室
宗
春

大
姉
。シン
コ
ウ
ジ

毘
光
寺

本
朝
高
崎
川
仰
の
到
州
m
m

m寺
沙
門
辺
良
川
田
に
、
恭
附
山
辺
良
が
'M
山
の
下
英
光

寺
に
叫
し
て
居
た
時
、
然
多
〈
餌
疫
に
躍
っ
た
。
辺

民
土
地
御
脚
酬
が
加
型
'
る
能
は
ざ
る
を
お
め
て
之

を
河
に
投
じ
た
に
、
日
な
ら
ず
し
て
疫
が
止
ん
だ
と

記
し
て
あ
る
。
長
光
寺
の
防
を
は
明
ら
か
で
な
い
。

シ
ン
コ
ウ
ジ

髭
光
寺

即
応
加
佐
々
一
波
に
在
っ

て
、
興
宗
束
振
に
闘
す
る
。

シ
ン
コ
ウ
ジ

信
光
寺

腿
ぬ
榔
黒
氏
に
在
っ
て
、

由
民
宗
耐
振
に
邸
す
る
。

シ
ン
コ
ウ
ラ
イ
新
高
麗
』
ヨ
シ
ダ
ヤ
ガ
マ

吉
川
虚弱一
。

シ
ン
ゴ
ヲ
イ
ン
ギ
ン
新
極
印
銀

克

永

十
年
四

且
加
到
務
は
取
込
山
雌
の
泊
用
を
禁
止
し
、

銀
座
に
於

い
て
之
を
改
鉛

L
、
新
出
世
印
鋭
を
夜
行
し
た
。
新
経

印
鋭
の
品
位
は
、
今
極
印
銀
に
比
L
二
歩
下
り
と
定

め
た
が
、
同
年
六
月
一見
に
五
歩
下
り
に
改
め
た
。

ジ
ン
コ
ヲ
キ
人
国
記

入
凶
記
は
伴
信
友
が
室

町
季
附
の
述
作
で
あ
ら
う
と
考
へ
た
も
の
で
あ
り
、

或
は
も
っ
と
時
代
を
引
下
げ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か

も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
中
に
加
賀

・
能
常
二
凶
の
民
情

に
就
い
て
左
の
如
く
辞
し
て
ゐ
る。

『
加
賀
。
首
凶
の
風
俗
は
、
上
下
共
に
爪
を
隠
し
て
、

身
を
山
田
に
持
風
な
り
。
中
に
も
江
泊

・
能
楽
別
し
て

如
ν
此
L
0
.石
川
・川
北
の
郡
は
、
少
し
筑
の
び
や
か

な
り
。
武
士
の
風
は
、
を
と
な
し
や
か
に
て
、
尖
な

る
聞
な
く
、
武
男
の
功
に
て
努
艇
を
不
v

好
o
た
ど

そ
の
上
の
調
印
刷
を
以
て
身
を
成
立
む
と
思
ふ
な
り
。

瞥
ば
仙
凶
に
合
戦
あ
り
て
、
こ
れ
よ
り
助
勢
す
べ
き

邸
あ
り
て
も
、自
凶
を
金

L
て
出
る
邸
を
不
ν
好
。
ま

し
て
接
待
の
外
を
嬰
て
切
取
な
ど
す
る
事
は
、
都川出

な
り
と
て
鰍
へ

b
。
皆
人
此
m
M
悟
に
て
白
人
の
風
な

り
。
さ
れ
ど
も
物
邸
悌
怠
が
ち
な
る
風
に
て
、

一
分

に
し
ま
ふ
箔
あ
り
と
ぞ
。
』

『
能
昌
明
。
笛
凶
の
風
俗
は
、
人
の
心
別
し
て
狭
し
て
、

密
ば
、
他
凶
へ
一
歩
踏
出
せ
ば
、
潟
命
に
及
ぶ
べ
し

と
思
へ
り
。
凶
v
之
本
人
よ
り
つ
れ
な
く
似
・中
と
い
へ

ど
も
、
外
へ
行

m-を
得
ず
し
て
.
是
非
な
〈
勤
む
る

な
り
。
し
か
れ
ど
も
武
男
の
m
百
億
は
よ
し
と
ぞ
。
』

ジ
ン
ゴ
ジ
紳
護
寺

金
線
域
内
な
る
東
照
宮
に

奉
仕
す
る
別
誌
の
寺
院
で
、
天
台
宗
に
思
し
、
北
叙

山
と
蹴

L
、
そ
れ
に
加
ん
で
徳
川
家
光
の
位
牌
を
安

置
し
た
御
仰
殿
が
あ
っ
た
。
後
に
家
綱

・
綱
吉
口
の
鐙

を
も
同
座
せ
し
め
る
密
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
位
牌
は

拡
分
と
い
・
トザ
こ
と
で
別
指
腕
に
出
血
い
で
あ
っ
た
。
Q
山

寺
に
努
忠
の
依
脚
の
な
い
の
は
、
そ
の
銭
胸
が
江
戸

芝
の
滞
土
宗
増
上
寺
に
あ
る
か
ら
で
あ
b
、
金
搬
に

於
け
る
法
忌
も
同
宗
の
如
来
寺
で
行
は
れ
て
ゐ
る
。
)

そ
の
位
置
は
商
町
茜
右
衛
門
坂
の
下
(
今
存
如
上
人

御
刷
所
の
在
る
と
こ
ろ
〉
で
あ
b
、
十
ご
加
御
定
自

に
よ
れ
ば
耐
鎚
寺
は
寛
永
二
十
年
御
仰
殿
は
覧
文

四
三

O

二
年
の
這
密
で
あ
る

o
m寺
に
は
束

m
gの
供
米
百

一
一イ
石
と
御
仰
般
の
供
米
二
十
討
を
待
逃
せ
ら
れ
、

来
淑
山
常
開
山
院
の
策
的
す
る
と
こ
ろ
で
、
金
剛
仰
の
安

住
寺

・
最
肪
寺
・
出
芸
寺
が
下
説
明
川を
し
て
ゐ
た
。

明
治
元
年
前
例
混
荷
禁
止
の
後
之
を
師
惜
し
、
出
雲
寺

は
復
附
し
て
商
問
大
泌
と
総

L
東
照
宮
に
制
動
し
た

が
、
後
東
閉
山
富
は
尾
崎
制
批
と
な
っ
た
。

ジ
ン
ゴ
ジ
リ
ヨ
ウ

紳
護
寺
領

石

川
細
川
盟
副
村
・

中
興
保
が
、京
清
水
坂
制
能
寺
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

長
職
四
年
及
び
文
泊
二
年
の
文
笹
に
見
え
、
鋭
元
日

程
見
正
十
一
年
サ
二
日
の
伎
に
も
、『
抑
制
山
寺
領
加
州

山
県
川
百
姓
等
原
一
苫
々
』
と
あ
る
。

シ
ン
コ
ホ
リ
新
郡
天
正
八
年
長
辿
偲
が
緑
旧

信
長
か
ら
、
路
加
仙
の
二
宮
川
以
四
五
十
九
よ
判
を

協
は
っ
た
。
之
よ
り
そ
の
部
分
を
宇
加
と
も
新
制
と

も
先
榔
と
も
い
」
が
、
牢
加
の
名
が
最
も
活
用
し
て

ゐ
た
。

J
ハ
シ
コ
ホ
リ
宇
都
。

ジ
ン
ゴ
ロ
ウ
カ
ベ
菩
五
郎
壁

白
山
の
賂
探
口

育
協
方
問
な
る
術
，
耐
富
山
の
商
聞
に
あ
る
。
石
町
一

時
X
L
、
雄
大
心
闘
を
駁
か
す
。
そ
の
東
北
に
古
伊

志
様
免
が
あ
っ
て
、
V
A
削
壁
の
一
品
さ
八

O
米
内
外
を

有
す
る。

シ
ン
ゴ
ロ
ウ
ヅ
カ
新
五
郎
塚

金
保
城
二
，
丸
御

殿
滞
俣
の
思
刷
先
に
、
開
山
政
削
よ
り
あ
っ
た
街
磁
を

い
ふ
。
域
内
鋪
除
の
者
樹
上
の
似
符
を
苅
る
時
は
、
銀

で
傑
寂
す
る
こ
と
が
あ
る
と
て
大
に
之
を
恐
れ
た
。

そ
の
器
開
に
一
株
の
山
限
が
あ
る
の
を
隠
山
閉
山
と
い

う
た
。
加
府
原
注
白
血
叫
に
は
、
之
を
本
孤
寺
の
訴
と

も
、
制
叶
坂
新
五
郎
の
諮
と
も
、
七
里
三
河
守
り
換
と

も
い
ひ
、
越
殺
到
三
州
芯
来
凶
概
見
附
録
に
は
坪
坂

伯
省
の
柏
町
で
あ
ら
う
と
論
じ
て
ゐ
る
。
明
治
十
四
年

一
且
ニ
，
丸
の
限
附
焼
亡
し
、
三
且
餓
肢
を
除
き
た

る
に
こ
の
地
か
ら
材
作
が
出
た
。
悶
っ
て
西
本
田
剛
寺

.，. 
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